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(57)【要約】
多重搬送波を使用する方法と装置が開示されている。一
時に１つのダウンリンク搬送波で受信することが可能な
ＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）は、受信機
を１つのダウンリンク搬送波に同調させ、かつ設定され
たパターンに従ってダウンリンク搬送波を切り替えるこ
とができる。ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制
御チャネル）のサブフレームの境界でアンカー搬送波か
ら非アンカー搬送波へダウンリンク搬送波を切り替え、
それに続くＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共
有チャネル）のサブフレームの末端で元に切り替えるこ
とができる。ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのサブフレ
ームの境界でダウンリンク搬送波を切り替えてもよい。
同時に多重ダウンリンク搬送波を受信可能なＷＴＲＵは
、アンカー搬送波と補助搬送波に受信機を同調させ、搬
送波切り替え順位に基づいて補助搬送波を他の搬送波へ
切り替えることができる。搬送波切り替え順位はＨＳ－
ＳＣＣＨを介して、あるいはレイヤー２シグナリングを
介して受信することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一時に１つのダウンリンク搬送波で受信することが可能な受信機を有するＷＴＲＵ（ワ
イヤレス送信／受信ユニット）で実施される、多重搬送波を使用する方法であって、
　前記ＷＴＲＵが１つのダウンリンク搬送波に受信機を同調させることと、
　前記ＷＴＲＵが設定されたパターンに従って前記ダウンリンク搬送波を切り替えること
と
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）のサブフレームの境界でア
ンカー搬送波から非アンカー搬送波へ前記ダウンリンク搬送波を切り替え、それに続くＨ
Ｓ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレームの末端で前記非ア
ンカー搬送波から前記アンカー搬送波へ切り替えることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレ
ームの境界で前記ダウンリンク搬送波を切り替えることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵが、ガードインターバルの後で前記ダウンリンク搬送波を切り替えること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＴＲＵが、前記ガードインターバルの期間における欠落Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣ
Ｈ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）をＮＡＣＫ（否定応答）として解釈することを特徴
とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＷＴＲＵは、前記ガードインターバルの期間に欠落する、その対応するＥ－ＨＩＣ
Ｈ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）を有するＨＡＲＱ（ハイブリッド自動
再生要求）処理中においては送信しないことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　同時に複数のダウンリンク搬送波で受信することが可能なＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／
受信ユニット）で実施される、多重搬送波を使用する方法であって、
　前記ＷＴＲＵがアンカー搬送波と補助搬送波に受信機を同調させることと、
　前記ＷＴＲＵが搬送波切り替え順位を受信すること、
　前記ＷＴＲＵが前記搬送波切り替え順位に基づいて前記補助搬送波を他のダウンリンク
搬送波へ切り替えることと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記ＷＴＲＵが、前記搬送波切り替え順位をＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）
を介して、あるいはレイヤー２シグナリングを介して受信することを特徴とする請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵが、該ＷＴＲＵが前記受信機を同調させるのに必要なダウンリンク搬送波
を、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ内の特定のビットに基づいて決定することを特徴とする請求項８
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＴＲＵが、該ＷＴＲＵが前記受信機を同調させるのに必要なダウンリンク搬送波
を、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ内にデコードされたＨ－ＲＮＴＩ（ＨＳ－ＤＳＣＨ無線ネットワ
ーク一時的識別子）、前記ＨＳ－ＳＣＣＨに関して使用されたＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有
制御チャネル）のチャネライゼーションコード、あるいは前記ＨＳ－ＳＣＣＨに関して使
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用されたＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再生要求）の処理番号（プロセスナンバー）の少な
くともいずれか１つ基づいて決定することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＷＴＲＵが、前記ダウンリンク搬送波についてのＣＱＩ（チャネル品質インジケー
タ）を報告することを更に含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＷＴＲＵが、各ダウンリンク搬送波の設定されたサブフレームについての前記ＣＱ
Ｉを計測することを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＷＴＲＵが、前記ダウンリンク搬送波と前記ＣＱＩ報告のためのアップリンク送信
との間の厳格なタイミング関係に従って前記ダウンリンク搬送波についての前記ＣＱＩを
報告することを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　多重搬送波を使用するＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）であって、
　一時に１つのダウンリンク搬送波で受信するように構成された受信機と、
　前記受信機を制御して設定されたパターンに従ってダウンリンク搬送波を切り替えるよ
うに構成されたプロセッサと
　を具備することを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）のサブフレームの境界で
アンカー搬送波から非アンカー搬送波へ前記ダウンリンク搬送波を切り替え、それに続く
ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレームの末端で前記非
アンカー搬送波から前記アンカー搬送波へ切り替えるように構成されていることを特徴と
する請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記プロセッサが、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフ
レームの境界で前記ダウンリンク搬送波を切り替えるように構成されていることを特徴と
する請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記プロセッサが、ガードインターバルの後で前記ダウンリンク搬送波を切り替えるよ
うに構成されていることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、前記ガードインターバルの期間における欠落Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－Ｄ
ＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）をＮＡＣＫ（否定応答）として解釈するように構
成されていることを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、前記ガードインターバルの期間に欠落する、その対応するＥ－ＨＩ
ＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）を有するＨＡＲＱ（ハイブリッド自
動再生要求）処理中においては送信しないように構成されていることを特徴とする請求項
１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　多重搬送波を使用するＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）であって、
　アンカー搬送波と補助搬送波に受信機同時に含む複数のダウンリンク搬送波で受信する
少なくとも１つの受信機と、
　搬送波切り替え順位を受信し、該搬送波切り替え順位に基づいて前記補助搬送波を他の
ダウンリンク搬送波へ切り替えるように構成されたプロセッサと
　を具備することを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記搬送波切り替え順位が、前記搬送波切り替え順位をＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御
チャネル）を介して、あるいはレイヤー２シグナリングを介して受信されることを特徴と
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する請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記プロセッサが、前記ＷＴＲＵが前記受信機を同調させるのに必要なダウンリンク搬
送波を、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ内の特定のビットに基づいて決定するように構成されている
ことを特徴とする請求項２１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、前記ＷＴＲＵが前記受信機を同調させるのに必要なダウンリンク搬
送波を、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ内にデコードされたＨ－ＲＮＴＩ（ＨＳ－ＤＳＣＨ無線ネッ
トワーク一時的識別子）、前記ＨＳ－ＳＣＣＨに関して使用されたＨＳ－ＳＣＣＨ（高速
共有制御チャネル）のチャネライゼーションコード、あるいは前記ＨＳ－ＳＣＣＨに関し
て使用されたＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再生要求）の処理番号（プロセスナンバー）の
少なくともいずれか１つ基づいて決定するように構成されていることを特徴とする請求項
２１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、前記ダウンリンク搬送波についてのＣＱＩ（チャネル品質インジケ
ータ）を報告するように構成されていることを特徴とする請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記プロセッサが、各ダウンリンク搬送波の設定されたサブフレームについての前記Ｃ
ＱＩを計測するように構成されていることを特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２６】
　前記プロセッサが、前記ダウンリンク搬送波と前記ＣＱＩ報告のためのアップリンク送
信との間の厳格なタイミング関係に従って前記ダウンリンク搬送波についての前記ＣＱＩ
を報告するように構成されていることを特徴とする請求項２４に記載のＷＴＲＵ。

　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はワイヤレス通信（無線通信）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＣ－ＨＳＤＰＡ（Ｄｕａｌ－ｃｅｌｌ　ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ：セル２重化高速ダウンリンクパケットアクセス）は、ＵＭ
ＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｙ
ｓｔｅｍｓ：ユニバーサル移動体通信システム）用の３ＧＰＰ（ｔｈｅ　ｔｈｉｒｄ　ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ：第３世代協力プロジェ
クト）のリリース８規格で導入されている。この特徴として、基地局（ノードＢとも称さ
れる）は同時に２つの別個の搬送波にわたってＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット
）へ通信する。それはＷＴＲＵに対して利用可能な帯域幅やピークデータを２倍にするだ
けでなく、２つのダウンリンク搬送波にわたる高速スケジューリング手段と高速フィード
バック手段によりネットワーク効率を増加させるという可能性もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　図１はＤＣ－ＨＳＤＰＡオペレーション用のＭＡＣ（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ：媒体アクセス制御）のアーキテクチャ（基本設計概念）を示す。ＤＣ－Ｈ
ＳＤＰＡ　のＭＡＣ層アーキテクチャはＨＳ－ＤＳＣＨ（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：高速ダウンリンク共有チャネル）ついて１
つのＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ：ハ
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イブリッド自動再生要求）　エンティティを含んでいる。これは、各ＨＳ－ＤＳＣＨが物
理チャネルリソースに対して固定のマッピングを有していると、ＨＡＲＱの再送が同一送
信チャネル（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）で行われので、ダウンリンク（下り
回線）搬送波を２つ以上使用することによって潜在的にもたらされる周波数ダイバーシテ
ィの利点を幾分制限することとなる、ことを意味する。しかし、ＨＳ－ＤＳＣＨと物理リ
ソース（コードと搬送波の周波数）間のマッピングは、ダイバスティの利点を提供するた
めに、ダイナミック（動的）に変更されてもよい、と示唆されている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　多重搬送波を利用する方法と装置を開示する。一時に単一のダウンリンク搬送波で受信
する能力があるＷＴＲＵは、１つのダウンリンク搬送波に対して受信機を調整し、形成さ
れたパターンに合わせてダウンリンクを切り替えることができる。このＷＴＲＵは、ＨＳ
－ＳＣＣＨ（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ：
高速共有制御チャネル）のサブフレーム境界でアンカー搬送波から非アンカー搬送波へ搬
送波を切り替えることができ、かつそれに続くＨＳ－ＰＤＳＣＨ（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ
　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：高速物理ダウ
ンリンク共有チャネル）の終端で切り替え復帰を行うことができる。このＷＴＲＵは、Ｈ
Ｓ－ＰＤＳＣＨのサブフレーム境界で搬送波を切り替えることができる。同時に多重ダウ
ンリンク搬送波で受信可能なＷＴＲＵは、受信機をアンカー搬送波（ａｎｃｈｏｒ　ｃａ
ｒｒｉｅｒ）と補助搬送波（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）とに合わせ
ることができ、搬送波切り替え指令に基づいて補助搬送波を他の搬送波に切り替えること
ができる。その搬送波切り替え指令はＨＳ－ＳＣＣＨを介して、またはレイヤ２シグナリ
ング（ｌａｙｅｒ　２　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を介して受信することができる。
【０００５】
　添付図面と併せて例示として与えられた以下の記載から、さらなる詳細な理解を得るこ
とができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ＤＣ－ＨＳＤＰＡオペレーション用のＭＡＣ（媒体アクセス制御）アーキテクチ
ャを示す図である。
【図２】ワイヤレス通信システムを示す図である。
【図３】図２のワイヤレス通信システムのＷＴＲＵとノードＢの機能ブロック図である。
【図４】一実施形態による搬送波の切り替えタイミング例を示す図である。
【図５】他の実施形態による搬送波の切り替えタイミング例を示す図である。
【図６】ガードインターバル（ガード区間）の１つの無線スロットで２つのダウンリンク
搬送波と交代するダウンリンク搬送波の一例を示す図である。
【図７】一実施形態によるＨＳ－ＳＣＣＨにわたる高速ダイナミック搬送波スケジューリ
ングの一例を示す図である。
【図８】ＨＳ－ＳＣＣＨ指令を用いた低速ダイナミック搬送波スケジューリングの一例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以後参照する場合に、用語「ＷＴＲＵ」は、これに限定されないが、ユーザ装置（ＵＥ
）、移動局、固定あるいは移動加入者ユニット、ページャ、携帯電話、ＰＤＡ（個人用の
携帯情報端末），　コンピュータ、Ｍ２Ｍ（ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ　ｍａｃｈｉｎｅ：マ
シン間通信）デバイス、センサー、あるいはワイヤレス（無線）環境で動作可能な他のタ
イプのデバイスを含む。以後参照する場合に、用語「ノードＢ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）」はこれ
に限定されないが、基地局、サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、あるいは
ワイヤレス（無線）環境で動作可能な他のタイプのインタフェースデバイスを含む。
【０００８】
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　ネットワークは、少なくとも１つのダウンリンク搬送波および／または少なくとも１つ
のアップリンク搬送波を、それぞれアンカーダウンリンク搬送波やアンカーアップリンク
搬送波として、割り当てることができる。例えば、そのアンカー搬送波は、ダウンリンク
／アップリンク送信の制御情報の特定のセットを搬送するための搬送波として定義される
ことができる。代替として、ネットワークは、アンカー搬送波および非優先、優先を割り
当てしなくてもよく、あるいはデフォルト（初期設定）状態がどのようなダウンリンク搬
送波あるいはアップリンク搬送波でも与えられるとしてもよい。多重搬送波オペレーショ
ンのために、２つ以上の補助搬送波が存在できる。
【０００９】
　図２は複数のＷＴＲＵ１１０、ノードＢ１２０，ＣＲＮＣ（無線ネットワーク制御コン
トローラ）１３０、ＳＲＮＣ（サービング無線ネットワークコントローラ）１４０、およ
びコアネットワーク１５０を含むワイヤレス通信システム１００を示す。ノードＤ１２０
とＣＲＮＣ１３０は、集合的にＵＴＥＡＮ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａ
ｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ：ユニバーサル地上波無線アクセスネッ
トワーク）と称することができる。
【００１０】
　図２に示されているように、ＷＴＲＵ１１０はノードＢ１２０と通信し合い、ノードＢ
１２０はＣＲＮＣ１３０とＳＲＮＣ１４０と通信し合う。３つのＷＴＲＵ１１０と、１つ
のノードＢ１２０と、１つのＣＲＮＣ１３０と、１つのＳＲＮＣ１４０とが図２に示され
ているけれども、ワイヤレスデバイスと有線デバイスのどのような組み合わせでもこのワ
イヤレス通信システム１００に含ませることができるということは、留意すべきである。
【００１１】
　図３は図２のワイヤレス通信システム１００のＷＴＲＵ１１０とノードＢ１２０の機能
ブロック図である。図３に示されているように、ＷＴＲＵ１１０はノードＢ１２０と通信
して、両者で高速パケットアクセスシステムにおける多重搬送波の利用方法を実行するよ
うに構成されている。
【００１２】
　ＷＴＲＵ１１０は、プロセッサ１１５、受信機１１６、送信機１１７、メモリ（記憶装
置）１１８、及びアンテナ１１９、更に典型的なＷＴＲＵで見られることのできるその他
の構成要素（図示しない）を含む。メモリ１１８はオペレーティングシステム、アップリ
ケーションなどのソフトウェアを記憶するために備えられている。プロセッサ１１５は、
単独で、あるいはソフトウェアと関連して、以下に開示した実施形態に従って高速パケッ
トアクセスシステムにおける多重搬送波を利用する方法を実行するために備えられている
。受信機１１６は、一時に一つのダウンリンク搬送波を介して、あるいは同時に多重ダウ
ンリンク搬送波を介して受信する能力があるとしてよい。その代案として、ＷＴＲＵ１１
０が同時に多重ダウンリンク搬送波を介して受信するための複数の受信機を含んでいると
することもできる。受信機１１６と送信機１１７はプロセッサ１１５と通信し合う。アン
テナ１１９は受信機１１６と送信機１１７の両方と通信し合って、ワイヤレスデータ（無
線データ）の送信と受信を円滑にする。
【００１３】
　ノードＢは、プロセッサ１２５、受信機１２６、送信機１２７、メモリ（記憶装置）１
２８、及びアンテナ１２９、更に典型的な基地局で見られることのできるその他の構成要
素（図示しない）を含む。プロセッサ１２５は、以下に開示した実施形態に従って高速パ
ケットアクセスシステムにおける多重搬送波を利用する方法をサポートするように構成さ
れている。受信機１２６と送信機１２７はプロセッサ２１５と通信し合う。アンテナ１２
９は受信機１２６と送信機１２７の両方と通信し合って、ワイヤレスデータ（無線データ
）の送信と受信を円滑にする。
【００１４】
　一時にシングルキャリアで動作可能な受信機を用いた多重搬送波オペレーションに関す
る実施形態を以下に説明する。ＷＴＲＵは所与の時間に単一ダウンリンク搬送波を受信す
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る能力がある。単一のＨＳ－ＤＳＣＨが存在する可能性はある。このＨＳ－ＤＳＣＨと結
びつくダウンリンク搬送波はサブフレームベースでダイナミックに変化する。ＷＴＲＵは
１つの特定のダウンリンク搬送波、（すなわち、「アンカー搬送波」）からダウンリンク
制御チャネルのサブセットを読み込む。このダウンリンク制御チャネルのサブセットは、
Ｆ－ＤＰＣＨ（ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ：フラクショナルダウンリンク物理チャネル）、Ｅ－ＡＧＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ絶対的
許可チャネル）、Ｅ－ＲＧＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ相対的許可チャネル）、Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－
ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）を含む。他の物理チャネル、例えばＣＰＩＣＨ
（ｃｏｍｍｏｎ　ｐｉｌｏｔ　ｃｈａｎｎｅｌ：共通パイロットチャネル）、ＨＳ－ＳＣ
ＣＨ（ｈｉｇｈ－ｓｐｅｅｄ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ：高速共
有制御チャネル）、およびＨＳ－ＰＤＳＣＨ（ｈｉｇｈ－ｓｐｅｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：高速物理ダウンリンク共有チャネ
ル）などは、どのダウンリンク搬送波でも送信されることができる。
【００１５】
　一実施形態によると、ダウンリンク搬送波の交換は、所定のパターン、あるいは上位層
から信号で伝えられたパターンに追随できる。例えば、各ダウンリンク搬送波は他のサブ
フレームごとに使用されてもよく、あるいは各ダウンリンク搬送波は２つの連続したサブ
フレームを交互に使用してもよい。ダウンリンク搬送波のそのような交換は、ネットワー
ク（ノードＢ）スケジューラが初期ＨＡＲＱ送信用に用いたダウンリンク搬送波とは異な
るダウンリンク搬送波でＨＡＲＱ再送信をスケジュールするのを許容するので、周波数ダ
イバーシティ利得を提供する。全てのダウンリンク搬送波に同じ周波数を用いる必要は無
い。
【００１６】
　ダウンリンク搬送波が切り替わる正確な時間については色々な可能性がある。全てのダ
ウンリンク制御チャネルはサブフレームベースで同期していないであろうから、サブフレ
ームの一部分がそれらのチャネルについてのダウンリンク搬送波をリッスンしてから、そ
の上、ノードＢがそれらのチャネルについてのダウンリンク搬送波を切り替えない限りに
おいて、アンカー搬送波の一部の制御チャネルからの情報は、いくらかのサブフレームに
関して失うであろう。
【００１７】
　一実施形態によると、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレーム境界で、アンカー搬
送波から非アンカー搬送波（即ち、補助搬送波）へとそのダウンリンク搬送波を切り替え
することができ、次のＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレームの終端で切り替え復帰することがで
きる。図４は、この実施形態に従う搬送波の切り替えタイミングの一例を示す。この事例
ででは、ＷＴＲＵは、非アンカー搬送波と、全ての次のＥ－ＡＧＣＨサブフレーム，Ｅ－
ＲＧＣＨサブフレーム，およびＥ－ＨＩＣＨサブフレームに対しての切り替えの前にスタ
ーとした最後のＥ－ＡＧＣＨサブフレーム，Ｅ－ＲＧＣＨサブフレーム，およびＥ－ＨＩ
ＣＨサブフレームを非アンカー搬送波上の最後のＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレームの終端の
前に開始したサブフレームを含むまで失敗している。加えて、最後のＨＳ－ＰＤＳＣＨサ
ブフレームの終端の前にスタートした非アンカー搬送波上の最後のＨＳ－ＳＣＣＨサブフ
レームも失われている。
【００１８】
　他の実施形態として、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのサブフレーム境界で、そのダウ
ンリンク搬送波を切り替えてもよい。図５は、代替のその実施形態に従う搬送波の切り替
えタイミングの一例を示す。ＨＳ－ＳＣＣＨサブフレームとその対応するＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈのサブフレーム間で２つのスロットのオフセットを与えることで、ノードＢはプレスイ
ッチ（ｐｒｅ－ｓｗｉｔｃｈ）搬送波上のＨＳ－ＳＣＣＨサブフレームの最初の２つのス
ロットを送信し、またポストスイッチ（ｐｏｓｔ－ｓｗｉｔｃｈ）搬送波上のＨＳ－ＳＣ
ＣＨサブフレームの最後のスロットを送信することができる。この実施形態の一つの利点
としては、ＨＳ－ＤＳＣＨサブフレームが１つの搬送波から他の搬送波へ切り替わるとき
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、ＷＴＲＵがそのＨＳ－ＤＳＣＨサブフレームを見逃さないということである。加えて、
Ｅ－ＡＧＣＨサブフレーム境界がＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレーム境界と同期しているので
、Ｅ－ＡＧＣＨサブフレームの損失は最小限に抑えられる。
【００１９】
　その代案として、搬送波の各切り替えの前にガードインターバルを含ませてもよい。こ
のガードインターバルは、受信機が新たに選択されたダウンリンク搬送波を調整して同期
できるように許容することが必要である可能性がある。このガードインターバルの期間に
おいて、ＷＴＲＵはどのノードＢからもいかなる制御メッセージあるいはデータメッセー
ジも受信することはできない。図６は、ガードインターバルの１つの無線スロットと６つ
のＴＴＩの搬送波切り替えサイクルで２つのダウンリンク搬送波を切り替えるダウンリン
ク搬送波の一例を示している。
【００２０】
　このガードインターバルは予め定義されることができる。このガードインターバルはデ
ータチャネルと制御チャネル間の現存のタイミングを維持するために１つの無線スロット
の持続時間を持つことができる。その代替として、ネットワークは、セル特有（ｃｅｌｌ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）である可能性のある、特定のガードインターバルでＷＴＲＵを構成
【００２１】
　いろいろなダウンリンク制御チャネルのタイミングおよび挙動は、ガードインターバル
を考慮に入れて修正する必要がある。特に、Ｅ－ＨＩＣＨはそれに適合する厳しいタイミ
ングを有する。Ｅ－ＨＩＣＨがガードインターバルの期間において送信された場合は、Ｗ
ＴＲＵは送信された信号からそのインターバルを見失う。この欠落無線スロットの影響を
軽減するために、Ｅ－ＨＩＣＨ送信がガードインターバル（同様に、アップリンクにおけ
る圧縮モードギャップ）の期間で欠落するとネットワークが知る場合には、ネットワーク
はより高い電力でＥ－ＨＩＣＨを送信することができる。その代替案として、ＷＴＲＵは
、ＷＴＲＵはガードインターバルの期間ではＥ－ＨＩＣＨを期待せずに、欠落Ｅ－ＨＩＣ
Ｈは否定応答（ＮＡＣＫ）であるとして解釈してもよく、その結果としてＨＡＲＱ再送信
を体系的に実行することができる。随意的に、追加のＨＡＲＱ再送信が、そのＨＡＲＱプ
ロセスを許容したＨＡＲＱ再送信の最大数とは関係なく、実行されてもよい。代わりに、
ＷＴＲＵは、ガードインターバル期間で欠落する、その対応するＥ－ＨＩＣＨを有してい
ると確認されているＨＡＲＱ処理中には送信しないとしてもよい。
【００２２】
　所与のサブフレームについての１つのＨＳ－ＤＳＣＨ送信が存在するので、ＨＡＲＱ肯
定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）送信に曖昧さはないし、またＨＡＲＱ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報のタイミングとフォーマット（書式）を従来通りの手順（プロシージャー
）という形で行うことができる。
【００２３】
　ＷＴＲＵは全てのダウンリンク搬送波のＣＱＩ（チャネル品質インジケータ）を報告す
る必要がある。ＷＴＲＵは各ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームにおける１つのダウンリンク
搬送波についてＣＱＩを報告することができる。ＣＱＩが報告されるそのダウンリンク搬
送波は、Ｘミリ秒遅いか早いかに受信される、ＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレームについてパ
ターン従ってＷＴＲＵにより受信される搬送波である。ＷＴＲＵは対応する搬送波でＸミ
リ秒早く受信されたサブフレームの期間にＣＰＩＣＨを計測することによってＣＱＩの値
を求める。
【００２４】
　その代りに、ＷＴＲＵは各ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームにおける２つ以上の搬送波に
ついてのＣＱＩを報告するようにしてもよい。例えば、（アンカー搬送波を含む）２つの
ダウンリンク搬送波がある場合、ＷＴＲＵは２つのＣＱＩを報告することができる。
【００２５】
　ＷＴＲＵは、原則として、アップリンク搬送波は切り替えられないので、アップリンク
上に連続して送信することができる。しかしながら、アンカー搬送波で搬送されるアップ
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リンク送信（例えば、Ｆ－ＤＰＣＨ，Ｅ－ＡＧＣＨ，Ｅ－ＨＩＣＨ，Ｅ－ＲＧＣＨなど）
を制御するために必要とされるダウンリンク制御チャネルは、ＷＴＲＵが時々非アンカー
搬送波で受信する可能性があるので、全ての搬送波について利用できるわけではない。Ｗ
ＴＲＵは、対応するＥ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨあるいはＥ－ＨＩＣＨのサブフレームが
（従来のタイミングの関係のとおり）受信されないサブフレームの期間でＥ－ＤＣＨを送
信することはできない。その代わりに、ＷＴＲＵは対応するＥ－ＡＧＣＨサブフレームが
受信されないサブフレームの期間にＥ－ＤＣＨ上での非スケジュール伝送を送信可能にさ
せてもよい。Ｅ－ＨＩＣＨサブフレームが受信されない場合において、ＷＴＲＵは、ＨＡ
ＲＱ　ＮＡＣＫがＥ－ＨＩＣＨを越えて送信されたかのように、ＭＡＣ－ｅまたはＭＡＣ
－ｉ　ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）を再送信できるようにすることができる。代
わりに、ＷＴＲＵは、Ｆ－ＤＰＣＨが以前にいくつかのスロットで受信されているかのよ
うに、ＤＰＣＣＨ，ＨＳ－ＤＰＣＣＨ，Ｅ－ＤＰＣＣＨまたはＥ－ＤＰＤＣＨを送信でき
るようにしてもよい。
【００２６】
　ＭＡＣアーキテクチャに関して、８（または、一般論としてＮ，Ｎは整数）ＨＡＲＱプ
ロセス（処理）は、全てのダウンリンク搬送波にわたって使用できるように設定すること
ができる。このことは、いろいろな搬送波でＨＡＲＱを再送信することを許容し、シグナ
リングメカニズム（信号機構）を簡素化することとなる。
【００２７】
　同時に２つの搬送波で動作可能な受信機を用いる多重搬送波のオペレーションについて
の実施形態を以下で説明する。これらの実施形態は、そのそれぞれがシングルキャリア（
単一の搬送波）で受信する能力を有する２つの受信機を同時に動作するように備えられた
ＷＴＲＵに対して同等に適用される。これらの実施形態は、同時に２つ以上の搬送波を処
理する能力を有する１つの受信機を持つＷＴＲＵ、あるいは複数の多重搬送波を受信する
ための複数の受信機を持つＷＴＲＵに対して適用可能でもあることは、留意すべきである
。下記の実施形態は拡張ＨＳＰＡのシステムおよびＷＴＲＵに対して適用可能である。こ
れらはまたＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅｄ）システム（方式）およびＷＴＲＵに
対しても適用可能である。ＬＴＥあるいはＬＴＥ－Ａシステムの事例において、ダウンリ
ンク制御チャネルのＰＤＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｃｈａｎｎｅｌ：物理ダウンリンク制御チャネル）およびＰＨＩＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ＨＡＲＱ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ：物理ＨＡＲＱインジケータチャネ
ル）は連れ立って一組のＦ－ＤＰＣＨ，Ｅ－ＡＧＣＨ，Ｅ－ＲＧＣＨ、およびＥ－ＨＩＣ
Ｈの代わりに使用されることができる。加えて、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおい
て、物理チャネルのＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨ（物理ダウンリンク共有チャネル）が、
ＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＰＤＳＣＨのそれぞれの代わりとして使用されることができる。
しかも、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、Ｃ－ＲＮＴＩ（ｃｅｌｌ　ｒａｄｉ
ｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ：セル無線ネットワーク、
一時的な識別子）は、Ｈ－ＲＮＴＩまたはＥ－ＲＮＴＩに代わって使用することができる
。
【００２８】
　ダウンリンク制御チャネルのサブセット、（例えば、Ｆ－ＤＰＣＨ，Ｅ－ＡＧＣＨ，Ｅ
－ＲＧＣＨ，Ｅ－ＨＩＣＨ）、はアンカー搬送波で受信されることができる。他のダウン
リンク制御あるいはデータ物理チャネル、例えばＨＳ－ＳＣＣＨおよび／またはＨＳ－Ｐ
ＤＳＣＨ，は任意のダウンリンク搬送波から受信されることができる。ＷＴＲＵの受信機
は制御チャネルの適切な受信を確保するためにアンカー搬送波に対して同調される。その
受信機は、ＨＳ－ＤＳＣＨにわたってダウンリンクトラフィックを受信するためにその時
々でその他のダウンリンク搬送波に対しても同調されることができる。代案として、受信
機を任意の２つまたはそれ以上の搬送波と同調できるようにしてもよい。
【００２９】
　ＷＴＲＵはアンカー搬送波からＦ－ＤＰＣＨ，Ｅ－ＡＧＣＨ、Ｅ－ＲＧＣＨ，およびＥ
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－ＨＩＣＨをモニター（監視）する。Ｎｃ　ＨＳ－ＤＳＣＨトランスポート（伝送、送信
）チャネルとダウンリンク搬送波間のマッピングに従って、２つ以上の（Ｎｃ）ダウンリ
ンク搬送波で、ＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＰＤＳＣＨをモニターする。
【００３０】
　ＲＲＣ（無線リソース制御）接続のセットアップ時点で、あるいはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状
態への遷移の時点で、ネットワークはＮｃダウンリンク搬送波情報を用いてＷＴＲＵを設
定する。より詳細には、ネットワークは、これに制限されるものではないが、必要とされ
ることがある、ＣＰＩＣＨ情報、Ｈ－ＲＮＴＩ（ＨＳ－ＤＳＣＨ無線ネットワーク一時的
識別子）、ＨＳ－ＳＣＣＨ周波数情報、および他のパラメータを設定することができる。
Ｈ－ＲＮＴＩとＨＳ－ＳＣＣＨは、全ての搬送波に対して設定される必要はないであろう
。パラメータについての異なるセットが、ＬＴＥ，ＬＴＥ－Ａ、あるいはその他のタイプ
のシステムに対して設定されることができる。
【００３１】
　ダウンリンク搬送波の交換は、所定のパターンあるいは上位層から信号で送られたパタ
ーンに追随することができる。任意の時間でアンコーラ搬送波へマッピングされた１つの
ＨＳ－ＤＳＣＨが、少なくとも存在する可能性がある。このことは、Ｆ－ＤＰＣＨ，Ｅ－
ＡＧＣＨ，Ｅ－ＲＧＣＨ、およびＥ－ＨＩＣＨの連続した受信を許容し、それによりアッ
プリンク上の連続送信を許容する。
【００３２】
　別の実施形態に従うと、ＷＴＲＵはノードＢの制御下でダウンリンク搬送波の迅速でダ
イナミックなスイッチングを実行することができる。ＷＴＲＵのスケジューリングが、例
えば、アンカー搬送波でＨＳ－ＳＣＣＨを介して、ＷＴＲＵへ信号送信されることができ
る。ＷＴＲＵはアンカー搬送波上の１つのＨＳ－ＳＣＣＨをモニターして、データ（例え
ば、コードセット、変調フォーマット、ＨＡＲＱプロセス、ＲＶ（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ
　ｖｅｒｓｉｏｎ：重複分バージョン）等、およびデータがスケジュールされている搬送
波）をデコード（逆符号化）するために必要な情報を得ることができる。ＬＴＥシステム
の事例の場合では、データをデコードするための必要な情報は、ＰＤＣＣＨの用いられた
ＤＣＩ（ダウンリンク制御情報）フォーマットに従って、分配サブ搬送波に付随する情報
を含むことができる。このことは、異なる搬送波でＨＳ－ＳＣＣＨを監視するためのＷＴ
ＲＵからの要求を取り除く。ＷＴＲＵはアンカー搬送波上のＨＳ－ＳＣＣＨをモニターし
て、指示されたダウンリンク搬送波のＨＳ－ＰＤＳＣＨへ直接移動することができる。Ｌ
ＴＥの事例では、ＷＴＲＵは別のアンカー搬送波上のＰＤＣＣＨをモニターして、指示さ
れたダウンリンク搬送波のＰＤＳＣＨへ直接移動することができる。
【００３３】
　搬送波情報を信号送信するために、追加ビットをＨＳ－ＳＣＣＨに含ませることで、搬
送波番号（すなわち、ダウンリンク搬送波に対するインデックス（指標））を明示的に示
すことができる。その代わりに、搬送波情報が、例えば異なるＨ－ＲＮＴＩの使用を通し
て、暗示的に示されてもよい。すなわち、ネットワークは各ダウンリンク搬送波について
異なるＨ－ＲＮＴＩを設定してもよい。ＨＳ－ＳＣＣＨ内のＨ－ＲＮＲＩをデコーディン
グする際に、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨをモニターするために、デコード化されたＨ
－ＲＮＴＩと関連するダウンリンク搬送波を決定する。その代わりに、異なるチャネライ
ゼーションコード（ｃｈａｎｎｅｌｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）がダウンリンク搬送波番
号を暗示的に示すことができるように、搬送波情報がＨＳ－ＳＣＣＨのコード数により示
されてもよい。その代わりとして、搬送波情報がＨＡＲＱプロセス番号により示されても
よい。ＨＡＲＱプロセスはダウンリンク搬送波ごとに割り当てることができ、ＨＳ－ＳＣ
ＣＨ上に信号送信されたＨＡＲＱプロセスに応じて、ＷＴＲＵはそれに対応するどちらか
のダウンリンク搬送波を検出することができる。
【００３４】
　ある１つの周波数から別の周波数へ受信機を切り替える時間は瞬時ではないので、デー
タの受信を訂正するために、ＨＳ－ＳＣＣＨはその事前に情報ＸのＴＴＩあるいはスロッ
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トを知らせることができるが、ここでＸは０（すなわち、現在のシステム（方式）に関し
ての同じタイミングが維持される）、あるいはネットワークによって予め定義された、ま
たは信号送付された任意の値と等しいとすることができる。図７はＸをゼロと設定した場
合の、この実施形態に従うＨＳ－ＳＣＣＨにわたる高速ダイナミック搬送波のスケジュー
リングの一例を示す。異なるタイミング要求が設定されたならば、ＷＴＲＵはＨＳ－ＳＣ
ＣＨの受信の後にＨＳ－ＰＤＳＣＨのＸのスロットあるいはＴＴＩのモニタリングを開始
することができる。ＬＴＥシステムの事例においては、ＷＴＲＵはＰＤＣＣＨの受信の後
に、ＰＤＳＣＨのＸのスロット、あるいはＴＴＩのモニタリングを開始することができる
。
【００３５】
　図７において、ダウンリンク搬送波のスケジューリング情報はアンカー搬送波上のＨＳ
－ＳＣＣＨを通じて指示される。ＷＴＲＵは、アンカー搬送波上のＨＳ－ＳＣＣＨを受信
し、かつＨＳ－ＳＣＣＨを介して受信したスケジューリング情報に従ってＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈを受信するために他の搬送波に切り替える。
【００３６】
　ＷＴＲＵが新しい搬送波に対して直接切り替えることができる事例（すなわち、Ｘ＝０
）においては、明示的なシグナリングのために、ＨＳ－ＳＣＣＨパート１は搬送波情報を
含むことを必要とする。このことは、適用可能なＨＳ－ＰＤＳＣＨコードをモニタリング
開始するは、どんなダウンリンク搬送波かをＷＴＲＵが知るのを可能にすることとなる。
ＸのＴＴＩあるいはスロットの遅延（Ｘ＞１）がＨＳ－ＤＰＳＣＨのモニターに適用され
る場合は、搬送波情報はパート２に同様にうまく含ませることができる。このことは、Ｗ
ＴＲＵがＨＳ－ＳＣＣＨの３つのタイムスロットを十分にデコードすることを可能にする
こととなる。
【００３７】
　この実施形態では、ＷＴＲＵはアンカー搬送波をモニタリングしているから、ネットワ
ークはＷＴＲＵを、アンカー搬送波のＨＳ－ＰＤＳＣＨ上に、また更に他の搬送波のＨＳ
－ＰＤＳＣＨ上に、スケジュールすることができる。このことは、アンカー搬送波に関す
る１つのＨ－ＲＮＴＩおよび他の搬送波に関する他の１つのＨ－ＲＮＴＩからなる、２つ
のＨ－ＲＮＴＩを用いて行うことができる。この代わりとして、２組のＨＳ－ＳＣＣＨコ
ードが用いられてもよく、あるいは２組のＨＡＲＱプロセスが設定されてもよい。例えば
、第１の８つのＨＡＲＱプロセスがアンカー搬送波として用いられてよく、かつ他の組の
ＨＡＲＱプロセスが他の搬送波間で共有されてよい。また、明示的な搬送波シグナリング
が用いられてもよく、ネットワークがＷＴＲＵを、２つの異なるＨＳ－ＳＣＣＨコードを
使用して同じＴＴＩにおいて２つのダウンリンク搬送波上にスケジュールしてよい。
【００３８】
　他の実施形態に従う場合では、ＷＴＲＵはノードＢの制御下で低速ダイミック（動的）
切り替えを実行することができる。この低速ダイナミック切り替えは、ＷＴＲＵをモニタ
ーしている、アンカーセルにおいての、あるいは二者択一的に、他のセルのどれかにおい
ての、Ｌ１またはＬ２のシグナリングによって、制御されることができる。
【００３９】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ順位（ｏｒｄｅｒ）はＷＴＲＵが切り替えるべきダウンリンク搬送波を
指示するのに利用することができる。ＨＳ－ＳＣＣＨ順位は搬送波切り替えについての順
位ビット（ｏｒｄｅｒ　ｂｉｔ（ｓ））とＷＴＲＵがモニターを開始すべきダウンリンク
搬送波の番号を示す情報ビットとを含むことができる。ＨＳ－ＳＣＣＨ順位の受信があり
次第、ＷＴＲＵは指示されたダウンリンクを、ＨＳ－ＳＣＣＨの受信後にＸのスロットま
たはＴＴＩに切り替えて、その指定されたダウンリンク搬送波上のＨＳ－ＳＣＣＨをモニ
タリングするが、ここでＸは０でも、あるいは任意の他の所定値あるいは設定された値（
例えば１２スロット）でもよい。他の順位がアンカー搬送波上あるいは補助搬送波（ｓｕ
ｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ）上で受信されるまで、ＷＴＲＵは搬送波上の
ＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＰＤＳＣＨをモニターし続けることができる。図８は、ＨＳ－Ｓ
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ＣＣＨ順位を用いる低速ダイナミック搬送波のスケジューリングの一例を示し、ここでＨ
Ｓ－ＳＣＣＨ順位はアンカー搬送波内に備えられ、Ｘは０に等しい。図８において、ＷＴ
ＲＵは、アンカー搬送波上のＨＳ－ＳＣＣＨ順位が指示するように、補助搬送波を搬送波
２（Ｃ２）へ、搬送波ｎ（Ｃｎ）へ、搬送波３（Ｃ３）へと切り替える。
【００４０】
　代わりに、搬送波交換のためのＨＳ－ＳＣＣＨ順位は補助搬送波内に備えてもかまわな
い。その場合には、例えば、搬送波２上の搬送波切り替え用ＨＳ－ＳＣＣＨ順位を受信し
、ＸのスロットまたはＴＴＩの後で搬送波ｎへ切り替え、搬送波ｎ上の搬送波切り替え用
ＨＳ－ＳＣＣＨ順位を受信し、ＸのスロットまたはＴＴＩの後に搬送波３に移動する。
【００４１】
　この実施形態に対して、ネットワークは、それぞれの搬送波ごとのＨ－ＲＮＴＩでＷＴ
ＲＵを設定することができる。ＷＴＲＵが指示された搬送波に移動する場合は、ＷＴＲＵ
は対応するＨ－ＲＮＴＩに関するＨＳ－ＳＣＣＨをモニター（監視）する。その代わりと
して、全ての補助搬送波に共通するＨ－ＲＮＴＩが割り当てられてもよい。
【００４２】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ順位の代わりに、Ｌ２メッセージ（例えば、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ　　
ＰＤＵ）が用いられてもよい。搬送波の指標（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）はＭＡＣ　ＰＤＣ
のペイロードに、あるいはヘッダー部分に含ませることができる（例えば、ＬＣＨ－ＩＤ
（論理チャネル識別子）の特別な値によって示すことができる）。
【００４３】
　ダウンリンク搬送波の番号が２を越える場合においては、同調されるべき補助搬送波が
ある１つの補助搬送波から他の補助搬送波へダイナミックに切り替えられる間に、ＷＴＲ
Ｕの受信機はアンカー搬送波と補助搬送波の１つ（または２つ以上）に同調させられるこ
とができる。この代わりに、その受信機が任意の２つの（あるいはそれ以上の）ダウンリ
ンク搬送波に同調されるようにしてもよい。受信機についての切り替え時間は上述した実
施形態の１つに追従することができる。
【００４４】
　補助搬送波に対してのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは従来のＨＳＤＰＡ手続き（プ
ロシージャ）の場合のように与えられることができる。ＷＴＲＵは一時に補助搬送波の１
つをモニタリングしているので、ＡＣＫ／ＮＡＣＫにあいまいさは存在しない。ＷＴＲＵ
はアンカー搬送波をモニタリングしているので、アンカー搬送波についてのＣＱＩ報告（
レポーティング）は従来のＨＳＤＰＡ手続きに従うことができる。しかしながら、補助搬
送波のＣＱＩを報告するために、ＷＴＲＵは次のルール（規則）に従ってもよい。ＷＴＲ
ＵがＣＱＩを計測して報告できる期間において、各搬送波は対応するサブフレーム番号を
有することができる。ネットワークはマッピング（すなわち、各ダウンリンク搬送波につ
いての設定されたサブフレーム）を知り、それ故にフィードバックチャネル上にいま報告
されているＣＱＩの搬送波はどの搬送波かを知る。代わりに、データが受信されるダウリ
ンク搬送波と上記報告間の厳密なタイミングを規定してもよい。また代わりに、ＨＳ－Ｄ
ＰＰＣＣＨ内のＣＱＩフォーマットが搬送番号を明示的に示すように変更してもよい。
【００４５】
　ＷＴＲＵは全てのダウンリンク搬送波をモニタリングすることはできないので、全ての
ダウンリング搬送波についてＣＱＩを計測し、ＣＱＩ報告を提供することはできない。Ｃ
ＱＩを報告することはネットワークにおけるスケジュールを支援するための有益な手段で
ある。ＷＴＲＵは搬送波からデータを受信した場合に計測し報告するように構成すること
ができる。代わりに、ＷＴＲＵに、各搬送波に対して同調し、計測を実行するための測定
期間を設定してもよい。そのパターンはネットワークによって規定されてよく、あるいは
その計測が、所定の処方（ｆｏｒｍｕｌａ）に従って、例えばＨ－ＲＮＴＩに基づいて実
行されてもよい。受信機は補助搬送波上だけで、その計測を実行してもよい。ＤＲＸ（ｄ
ｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ：間欠受信）が設定されているのであれ
ば、ＷＴＲＵはＤＲＸ期間を利用して計測することができる。
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【００４６】
実施形態　
１．ＨＳＰＡ（高速パッケトアクセス）システムにおける１つの無線で多重搬送波を使用
するＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）で使用する方法であって、単一のＨＳ－
ＤＳＣＨ転送チャネルを受信すること、ここでＤＳＣＨ転送チャネルに使われる搬送波が
サブフレームベースでダイナミックに交換すること、およびアンカー搬送波からのダウン
リンク制御チャネルのサブセットを処理することを含む方法。　　
【００４７】
２．上記ダウンリンク制御チャネルのサブセットがアップリンク伝送を制御する、実施形
態１の方法。　
【００４８】
３．上記ダウンリンク制御チャネルのサブセットがＦ－ＰＤＣＨ（フラクショナルダウン
リンク物理チャネル）、Ｅ－ＡＧＣＨ（拡張絶対的許可チャネル）、Ｅ－ＲＧＣＨ（拡張
相対的許可チャネル）、およびＥ－ＨＩＣＨ（拡張ＨＡＲＱインジケータチャネル）を含
む、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　　　
【００４９】
４．搬送波交換を実行することを更に含む、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形
態のような方法。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００５０】
５．上記搬送波交換は所定のパターンまたは上位層からシグナリングされたパターンに従
う、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　
【００５１】
６．各搬送波が１つおきのサブフレームに使用され、あるいは各搬送波が２つの連続した
サブフレームに対して交互に使用される、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態
のような方法。
【００５２】
７．各搬送波が均等に頻繁に使われなくてよい、上記実施形態のうちのいずれか１つの実
施形態のような方法。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００５３】
８．上記搬送波交換がさまざまな時間で実行される、上記実施形態のうちのいずれか１つ
の実施形態のような方法。
【００５４】
９．上記アンカー搬送波のいくつかのチャネルからの情報が若干のサブフレームに関して
失うが、それは、基地局がまたそれらのチャネルに対する搬送波周波数を切り替えない限
り、それらサブフレームの一部分だけがリッスンされることが可能であるからである、上
記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００５５】
１０．非アンカー搬送波への上記搬送波の切り替えがＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレームの境
界で生じ、それに続くＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレームの終端で切り替え復帰する、上記実
施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００５６】
１１．上記搬送波の切り替えがＨＳ－ＰＤＳＣＨサブフレーム境界で生じる、上記実施形
態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００５７】
１２．上記ＨＳ－ＳＣＣＨが該ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームの２つの最初のスロットに
対する切り替え前の搬送波（ｐｒｅ－ｓｗｉｔｃｈ　ｃａｒｒｉｅｒ）を受信し、該ＨＳ
－ＳＣＣＨの最後のスロットが与えられた切り替え後の搬送波（ｐｏｓｔ－ｓｗｉｔｃｈ
　ｃａｒｒｉｅｒ）で受信され、ＨＳ－ＳＣＣＨサブフレームとそれに対応するＨＳ－Ｐ
ＤＳＣＨサブフレーム間で２つのスロットのオフセットが存在する、実施形態１１の方法
。
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【００５８】
１３．ガードインターバルが、各搬送波が切り替わるイベント（事象）の前に含まれる、
上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　
【００５９】
１４．上記ガードインターバルは、シングルキャリアを新たに選択された搬送波に合わせ
、同期させるのを可能にする、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方
法。
【００６０】
１５．上記ガードインターバルの期間においては、基地局から何らの制御メッセージも、
あるいはデータメッセージも受信されない、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形
態のような方法。
【００６１】
１６．上記ガードインターバルは１つの無線スロットの継続期間を有する、上記実施形態
のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００６２】
１７．上記ＷＴＲＵが、セル固有の特定のガードインターバルで設定されている、上記実
施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００６３】
１８．上記ダウンリンク制御チャネルのタイミングあるいは挙動が修正されることが、上
記ガードインターバルの原因となる、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のよ
うな方法。
【００６４】
１９．Ｅ－ＨＩＣＨのタイミングと挙動は、厳格なタイミング条件を持つので、修正を受
ける、実施形態８の方法。
【００６５】
２０．ガード期間の間に上記Ｅ－ＨＩＣＨが欠落するだろうと基地局が気付いた場合には
、上記基地局から上記Ｅ－ＨＩＣＨがより高出力で送信される、実施形態１８または１９
のような方法。
【００６６】
２１．上記ガードインターバルの期間においてＥ－ＨＩＣＨを求めることはできないこと
を上記ＷＴＲＵは承知しているので、上記ＷＴＲＵは上記欠落Ｅ－ＨＩＣＨをＮＡＣＫと
して解釈し、かつ上記ＷＴＲＵはＨＡＲＱの再送信を実行する、実施形態１８乃至２０の
うちのいずれか１つのような方法。
【００６７】
２２．上記追加のＨＡＲＱ再送信は、ＨＡＲＱ処理のために許容されたＨＡＲＱ再送信の
最大回数にかかわりなく実行される、実施形態２１の方法。
【００６８】
２３．付随するＥ－ＨＩＣＨがガードインターバル期間において欠落することが知られて
いるＨＡＲＱ処理中には、上記ＷＴＲＵは送信しない、実施形態１８乃至２０のうちのい
ずれか１つのような方法。
【００６９】
２４．全ての搬送波のＣＱＩ（チャネル品質インジケータ）を報告することを更に含む、
上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　　　　
【００７０】
２５．上記ＣＱＩは、各ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームにおける１つの搬送波に対して報
告される、実施形態２４の方法。
【００７１】
２６．上記ＣＱＩが報告される上記搬送波は、数ミリ秒遅いか早いかで受信されるＨＳ－
ＰＤＳＣＨサブフレームについてのパターンに従って、上記ＷＴＲＵによって受信される
搬送波である、実施形態２４または２５のような方法。　



(15) JP 2012-507959 A 2012.3.29

10

20

30

40

50

【００７２】
２７．上記ＣＱＩは、対応する搬送波で数ミリ秒早く到着したサブフレームの期間に上記
ＣＰＩＣＨを計測することによって評価される、上記実施形態のうちのいずれか１つの実
施形態のような方法。
【００７３】
２８．上記ＣＱＩは、各ＨＳ－ＤＰＣＣＨサブフレームにおける２つ以上の搬送波に対し
て報告される、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　　　　
【００７４】
２９．上記対応するＥ－ＡＧＣＨサブフレーム，Ｅ－ＲＧＣＨサブフレーム，あるいはＥ
－ＨＩＣＨサブフレームが受信されないサブフレームの期間においては、上記Ｅ－ＤＣＨ
を用いて上記ＷＴＲＵは送信しない、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のよ
うな方法。
【００７５】
３０．上記ＷＴＲＵは、上記の対応するＥ－ＡＧＣＨサブフレームが受信されないサブフ
レームの期間において、上記Ｅ－ＤＣＨ上で非スケジュール伝送を転送する、上記実施形
態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００７６】
３１．上記Ｅ－ＨＩＣＨサブフレームが受信されない場合に、あたかもＨＡＲＱ　ＮＡＣ
ＫがＥ－ＨＩＣＨによってすでに送信されていたように、MAC－ｅあるいはMAC－ｉ　のＰ
ＤＵを再送信する、実施形態３０の方法。
【００７７】
３２．上記ＷＴＲＵは、上記Ｆ－ＤＰＣＨがいくつかのスロットで早く受信された場合に
、上記のＤＰＣＣＨ，ＨＳ－ＤＰＣＣＨ，Ｅ－ＤＰＣＣＨあるいはＥ－ＤＰＤＣＨを送信
する、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００７８】
３３．８つのＨＡＲＱプロセス（処理）が全ての搬送波にわたって使用することができ、
かつＨＡＲＱ再送信が色々な搬送波で認められるように、ＭＡＣ層アーキテクチャが構成
されている、上記実施形態のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。　　
【００７９】
３４．ＨＳＰＡ（高速パッケトアクセス）システムにおけるデュアル（二重）無線で多重
搬送波を使用するＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）で用いる方法であって、２
以上のＨＳ－ＤＳＣＨトランスポートチャネルを受信することと、ここで上記ＨＳ－ＤＳ
ＣＨトランスポートチャネルと関連する搬送波はサブフレームベースでダイナミックに（
動的に）交換される、アンカーチャネルからのダウンリンク制御チャネルのサブセットを
処理することとを含む方法。
【００８０】
３５．上記ダウンリンク制御チャネルのサブセットはアップリンク伝送を制御する、実施
形態３４の方法。
【００８１】
３６．上記ダウンリンク制御チャネルのサブセットは、上記のＦ－ＤＰＣＨ（フラクショ
ナルダウンリンク物理チャネル）、Ｅ－ＡＧＣＨ（拡張絶対的許可チャネル）、Ｅ－ＲＧ
ＣＨ（拡張相対的許可チャネル）、およびＥ－ＨＩＣＨ（拡張ＨＡＲＱインジケータチャ
ネル）を含む、実施形態３４または３５の方法。
【００８２】
３７．上記アンカー搬送波から上記のＦ－ＤＰＣＨ，Ｅ－ＡＧＣＨ，Ｅ－ＲＧＣＨ、Ｅ－
ＨＩＣＨを絶えずモニタリング（監視）することを更に含む、実施形態３４乃至３６のう
ちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００８３】
３８．２以上の（Ｎｃ）ＨＳ－ＤＳＣＨトランスポートチャネルと搬送波の周波数間のマ
ッピングに従って、Ｎｃ搬送波上の上記のＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＰＤＳＣＨをモニタリ
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ング（監視）することを更に含む、実施形態３４乃至３７のうちのいずれか１つの実施形
態のような方法。
【００８４】
３９．上記アンカー搬送波は、全てのダウンリンク（ＤＬ）制御チャネルが送信される搬
送波周波数である、実施形態３４乃至３８のうちのいずれか１つの実施形態のような方法
。
【００８５】
４０．上記ＷＴＲＵ内の上記受信機の１つが、上記アンカー周波数に常に同調されること
で、上記制御チャネルの適切な受信を確実にする、実施形態３４乃至３９のうちのいずれ
か１つの実施形態のような方法。
【００８６】
４１．上記ＷＴＲＵ内の上記受信機の１つが、上記ＨＳ－ＤＳＣＨトランスポートチャネ
ルを通ってＤＬトラフックを受信するために、ある所与の時間に任意の他の周波数に同調
される、実施形態３４乃至４０のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００８７】
４２．基地局からＮｃ搬送波情報を受信することを更に含み、ここで上記受信した情報は
少なくとも上記のＣＰＩＣＨ情報、Ｈ－ＲＮＴＩ，ＨＳ－ＳＣＣＨ、周波数情報、および
／または任意の他の必要なパラメータを設定するのに使用される、実施形態３４乃至４１
のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００８８】
４３．上記Ｎｃ搬送波情報が、ＲＲＣ（無線リソース制御）接続をセットアップ（準備）
するとき、あるいはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態へ上記ＷＴＲＵを移行するときに受信される、
実施形態４２の方法。
【００８９】
４４．搬送波交換を実行することを更に含む、実施形態３４乃至４３のうちのいずれか１
つの実施形態のような方法。
【００９０】
４５．上記搬送波交換が、所定のパターンあるいは上位層からシグナリングされたパター
ンに従う、実施形態３４乃至４４のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００９１】
４６．上記アンカー搬送波の上記搬送波周波数へマッピングされた少なくとも１つのＨＳ
－ＤＳＣＨが存在する、実施形態３４乃至４５のうちのいずれか１つの実施形態のような
方法。
【００９２】
４７．搬送波の上記スケジューリングが上記基地局により制御される、実施形態３４乃至
４６のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００９３】
４８．上記ＷＴＲＵのスケジューリングが、上記アンカーセルの上記ＨＳ－ＳＣＣＨを用
いて制御され、上記ＷＴＲＵへシグナリングされる、実施形態４７の方法。
【００９４】
４９．上記ＨＳ－ＳＣＣＨは、上記搬送波番号を明示的に示し、かつ上記搬送波に対する
インデックス（指標）を提供するための追加のビットを含む、実施形態４７または４８の
方法。
【００９５】
５０．上記ＷＴＲＵが、異なるＨ－ＲＮＴＩを用いて自動的にシグナリングされた搬送波
を受信し、かつ上記ＨＳ－ＰＤＳＣＨをモニター（監視）するための上記搬送波を決定す
る、実施形態４７乃至４９のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００９６】
５１．上記ＷＴＲＵがＨＳ－ＳＣＣＨコード数を用いた搬送波情報を受信する、実施形態
４７乃至５０のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
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【００９７】
５２．上記ＷＴＲＵは、ＨＡＲＵプロセス番号と、搬送波ごとに割り当てられた上記ＨＡ
ＲＱプロセスとを用い、上記ＨＳ－ＳＣＣＨ上にシグナリングされた上記ＨＡＲＱプロセ
スに依存する搬送波情報を受信する、実施形態４７乃至５１のうちのいずれか１つの実施
形態のような方法。
【００９８】
５３．上記ＷＴＲＵが、上記アンカーセル内の上記ＨＳ－ＳＣＣＨをモニターし、かつ上
記指示された搬送波の上記ＨＳ－ＰＳＤＣＨへ直ちに移動する、実施形態４７乃至５２の
うちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【００９９】
５４．上記ＨＳ－ＳＣＣＨが、データの誤りのない受信を保証するためにｘのＴＴＩまた
スロットの情報を事前に指示し、ここでｘはゼロに等しくてもよく、あるいは所定の任意
の値、あるいは上記ネットワークによってシグナリングされた任意の値でもよい、実施形
態３４乃至５３のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１００】
５５．上記ネットワークが異なるタイミング要求を設定したならば、上記ＷＴＲＵは、上
記ＨＳ－ＳＣＣＨを受信した後の搬送波ＮｃのｘのスロットあるいはＴＴＩで上記ＨＳ－
ＰＤＳＣＨをモニターする、実施形態３４乃至５４のうちのいずれか１つの実施形態のよ
うな方法。
【０１０１】
５６．上記ＷＴＲＵが新しい搬送波に直接にスイッチングできる場合に、上記ＨＳ－ＳＣ
ＣＨのパート１が明示的なシグナリングについての上記搬送波情報を含む、実施形態５５
の方法。
【０１０２】
５７．上記適用可能なＨＳ－ＰＤＳＣＨコードをモニターするために上記ＷＴＲＵへ適用
される遅延が存在する場合に、上記ＨＳ－ＳＣＣＨのパート２が明示的なシグナリングに
ついての上記搬送波情報を含む、実施形態５５または５６の方法。
【０１０３】
５８．上記ＷＴＲＵが上記アンカーセルの上記ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上で、および任意の他の
搬送波の上記ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上でスケジュールされる、実施形態３４乃至５７のうちの
いずれか１つの実施形態のような方法。
【０１０４】
５９．上記ＷＴＲＵは２つのＨ－ＲＮＴＩを用いてスケジュールされ、その１つのＨ－Ｒ
ＮＴＩは上記アンカーセルについて使用され、他のＨ－ＲＮＴＩは他の搬送波について使
用される、実施形態５８の方法。
【０１０５】
６０．上記ＷＴＲＵが２組のＨＳ－ＳＣＣＨコードを用いてスケジュールされる実施形態
５８の方法。
【０１０６】
６１．上記ＷＴＲＵが２組のＨＡＲＱプロセスを用いてスケジュールされる実施形態５８
の方法。
【０１０７】
６２．明示的な搬送波シグナリングが使用される場合に、上記ＷＴＲＵは、２つの異なる
ＨＳ－ＳＣＣＨコードを用いて同じＴＴＩで２つの搬送波上にスケジュールされる実施形
態５８の方法。
【０１０８】
６３．上記基地局により制御されているような、遅いダイナミックスイッチング（動的切
り替え）を実行することを更に含む、実施形態３４乃至６２のうちのいずれか１つの実施
形態のような方法。
【０１０９】
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６４．上記基地局が上記アンカーセル内のＬ１またはＬ２シグナリングを用いて上記遅い
ダイナミックスイッチングを制御する実施形態６３の方法。
【０１１０】
６５．上記基地局が、上記ＷＴＲＵがモニタリングしている他のいずれかのセル内で上記
遅いスイッチングを制御する実施形態６３の方法。
【０１１１】
６６．上記ＷＴＲＵが交換されなければならない上記搬送波を指示するために、ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ順位（オーダー）が上記基地局で使用される、実施形態６３乃至６５のうちのいず
れか１つの実施形態のような方法。
【０１１２】
６７．搬送波交換順位を受信することを更に含み、ここで上記ＷＴＲＵが利用可能な受信
機でモニタリングを開始しなければならない上記搬送波番号を示すのに、上記搬送波交換
順位と他の情報のビットが使用される、実施形態３４乃至６６のうちのいずれか１つの実
施形態のような方法。
【０１１３】
６８．上記順位を受信した後で上記指示された搬送波、ｘのスロットあるいはＴＴＩに対
して切り替えることを更に含み、ここでｘが０または任意の他の所定値、あるいは任意の
設定値であることが可能な、実施形態３４乃至６７のうちのいずれか１つの実施形態のよ
うな方法。
【０１１４】
６９．データ情報に関する上記指示された搬送波（Ｎｃ）の上記ＨＳ－ＳＣＣＨをモニタ
リングすることを更に含む、実施形態３４乃至６８のうちのいずれか１つの実施形態のよ
うな方法。
【０１１５】
７０．他の順位が上記アンカーセルあるいは上記補助セル（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ
 ｃｅｌｌ）上で受信されるまで、搬送波Ｎｃの上記のＨＳ－ＳＣＣＨとＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈをモニタリングすることを更に含む、実施形態３４乃至６９のうちのいずれか１つの実
施形態のような方法。
【０１１６】
７１．ＨＳ－ＳＣＣＨ順位が搬送波交換を指示するのに使用され、該ＨＳ－ＳＣＣＨ順位
が上記補助セル内で提供されている、実施形態３４乃至７０のうちのいずれか１つの実施
形態のような方法。
【０１１７】
７２．上記ＷＴＲＵが各搬送波ごとにＨ－ＲＮＴＩで設定されている、実施形態３４乃至
７１のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１１８】
７３．上記ＷＴＲＵが指示された搬送波へ移行するときに、上記対応するＨ－ＲＮＴＩに
ついての上記ＨＳ－ＳＣＣｈをモニターする、実施形態３４乃至７２のうちのいずれか１
つの実施形態のような方法。
【０１１９】
７４．共通のＨ－ＲＮＴＩが全ての補助搬送波に対して割り当てられている、実施形態３
４乃至７４のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２０】
７５．Ｌ２メッセージが搬送波交換を示すために上記基地局によって使用される、実施形
態３４乃至７４のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２１】
７６．上記２つの無線の一つが上記アンカー搬送波に対して恒久的に合わせられ、第２の
無線が１つの補助搬送波から他の補助搬送波へと動的に合わせられる、実施形態３４乃至
７５のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２２】
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７７．上記ＷＴＲＵが搬送波の測定を許容されて上記ＣＱＩを報告し、上記ＣＱＩがその
搬送波に関してフィードバックチャネルで報告されたと上記ネットワークが気付くという
期間において、各搬送波が対応するサブフレーム番号を有する、実施形態３４乃至７６の
うちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２３】
７８．データが受信された上記搬送波と上記報告間の厳格なタイミングが規定されている
、実施形態３４乃至７７のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２４】
７９．上記ＨＳ－ＤＰＣＣＨにおける上記ＣＱＩのフォーマットが、上記搬送波番号を明
示的に示すように修正を受けている、実施形態３４乃至７８のうちのいずれか１つの実施
形態のような方法。
【０１２５】
８０．上記ＷＴＲＵが、搬送からデータを受け取った場合に、上記ＣＱＩを計測し奉公す
る、実施形態３４乃至７９のうちのいずれか１つの実施形態のような方法。
【０１２６】
８１．実施形態１乃至８０のいずれか１つの実施形態のような方法を実行するように構成
されたＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）。
【０１２７】
８２．実施形態１乃至８０のいずれか１つの実施形態のような方法を実行するように構成
された集積回路。
【０１２８】
８３．実施形態１乃至８０のいずれか１つの実施形態のような方法を実行するように構成
された基地局。
【０１２９】
　特徴および要素について上記で特定の組み合わせで説明したが、各特徴または要素は、
他の特徴および要素を用いずに単独で使用することができ、または、他の特徴および要素
との各種組み合わせで、もしくは他の特徴および要素を用いない各種組み合わせで使用す
ることができる。本明細書に提供される方法またはフローチャートは、汎用コンピュータ
またはプロセッサによる実行のためにコンピュータ可読記憶媒体に組み込まれた、コンピ
ュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアとして実装することができる。
コンピュータ可読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読み取り専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダム
アクセスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードデ
ィスクや取り外し可能ディスク等の磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスク
やＤＶＤ（デジタル多用途ディスク）等の光学媒体が含まれる。
【０１３０】
　適切なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来型プロセ
ッサ、ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関
連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣ（特定用途集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラム可能ゲートアレイ）回路
、ならびに他の種のＩＣ（集積回路）および／または状態機械を含む。
【０１３１】
　ソフトウェアと関連したプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニ
ット）、ＵＥ（ユーザ機器）、端末、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）
、または任意のホストコンピュータで使用するための無線周波トランシーバを実装するこ
とができる。ＷＴＲＵは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアとして実装されたモ
ジュールと連動して使用することができ、それらのモジュールは、カメラ、ビデオカメラ
モジュール、テレビ電話、スピーカ付き電話、振動デバイス、スピーカ、マイクロフォン
、テレビジョントランシーバ、ハンドフリーヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユニット、ＬＣＤ（液晶ディスプ
レイ）表示デバイス、ＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）表示ユニット、デジタル音楽プレ
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ーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、
および／または任意のＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク）もしくはＵＷ
Ｂ（超広帯域）のモジュール等である。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一時に１つのダウンリンク搬送波で受信することが可能な受信機を有するＷＴＲＵ（ワ
イヤレス送信／受信ユニット）で実施される、多重搬送波を使用する方法であって、
　前記ＷＴＲＵが１つのダウンリンク搬送波に受信機を同調させることと、
　前記ＷＴＲＵが設定されたパターンに従って前記ダウンリンク搬送波を切り替えること
とを含み、前記ＷＴＲＵは、ガードインターバルの後で前記ダウンリンク搬送波を切り替
え、かつ前記ＷＴＲＵは、前記ガードインターバルの期間に欠落する、その対応するＥ－
ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）を有するＨＡＲＱ（ハイブリッ
ド自動再生要求）処理中において送信しないことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）のサブフレームの境界でア
ンカー搬送波から非アンカー搬送波へ前記ダウンリンク搬送波を切り替え、それに続くＨ
Ｓ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレームの末端で前記非ア
ンカー搬送波から前記アンカー搬送波へ切り替えることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレ
ームの境界で前記ダウンリンク搬送波を切り替えることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵが、前記ガードインターバルの期間における欠落Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣ
Ｈ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）をＮＡＣＫ（否定応答）として解釈することを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　多重搬送波を使用するＷＴＲＵ（ワイヤレス送信／受信ユニット）であって、
　一時に１つのダウンリンク搬送波で受信するように構成された受信機と、
　前記受信機を制御して設定されたパターンに従ってダウンリンク搬送波を切り替えるよ
うに構成されたプロセッサとを具備し、前記プロセッサが、ガードインターバルの後で前
記ダウンリンク搬送波を切り替えるように構成され、かつ前記プロセッサが、前記ガード
インターバルの期間における欠落Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャ
ネル）をＮＡＣＫ（否定応答）として解釈するように構成されていることを特徴とするＷ
ＴＲＵ。
【請求項６】
　前記プロセッサが、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）のサブフレームの境界で
アンカー搬送波から非アンカー搬送波へ前記ダウンリンク搬送波を切り替え、それに続く
ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフレームの末端で前記非
アンカー搬送波から前記アンカー搬送波へ切り替えるように構成されていることを特徴と
する請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記プロセッサが、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共有チャネル）のサブフ
レームの境界で前記ダウンリンク搬送波を切り替えるように構成されていることを特徴と
する請求項５に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項８】
　前記プロセッサが、前記ガードインターバルの期間における欠落Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－Ｄ
ＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチャネル）をＮＡＣＫ（否定応答）として解釈するように構
成されていることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
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